
今までの都市美対策審議会の経緯と本日のご報告事項について

① 2015/03/02
② 2015/05/12
③ 2016/10/04

・建物や広場の配置
広場空間の活用、台場遺構等 地区の歴史継承、
エリアマネジメント、水辺空間の活用etc

・スカイラインの形成
・外観デザインの考え方
・容積配分 ■広場、歴史、水辺の活用について

下記の点に留意しながら、具体的な
設計に併せて引き続き報告

・計画やランドスケープのメリハリ
・低層部や広場空間の作りこみ
・周辺の既存市街地との調和

過去の都市美でご審議いただいた内容について

（今回）都市美対策審議会 第7回 2023/3/24

・土地区画整理組合設立
・環境影響評価
・基盤整備工事（区画整理・埋立）着手

・地区計画の形態意匠の制限の
記載内容について

・2022/4/5 都市計画（地区計画）の変更

2025年度（予定） C地区 形態意匠認定

【報告事項①】全体スケジュール（想定）
【報告事項②】C地区形態意匠の認定に向けた今後検討体制
【報告事項③】エリアマネジメントについての検討状況

④ 2019/12/27
⑤ 2020/02/21
⑥ 2020/12/23（報告） ・Ｆ地区に規定を追加
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【東高島駅北地区の景観形成について（報告）】 議事　５
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地区の概要

※現在の想定であり、土地利用は変更となる可能性があります。

【地区概要】

広場 

主要な公共施設 
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全体スケジュール（想定）

■現状の区画整理事業の期間延伸（約２年間の延伸）を踏まえ、C地区の全体工程を再設定いたしました。
■施設整備開始時期：当初２０２３年度 → 現状２０２５年度（想定）

【報告事項①】

※区画整理工事、その他行政手続き等の遅延により、上記スケジュールは変更する可能性があります。

都市計画手続き

東高島駅北地区

土地区画整理工事全般

都市美対策審議会

C地区

（ランドスケープ含む）

～2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 … 2029年度以降

●施設整備開始

●建築確認

●供用開始

●都市計画決定

→地区計画条例化、容積認定基準の制定

●基本設計

●  方針検討開始

●実施設計

●都市美（C地区認定の為）●都市美
（今回）

●区画整理工事完了

※都市美付議に関しては、

段階に応じて適宜調整

●都市計画審議会

基盤整備工事、埋立工事 他

● ●



都市美対策
審議会

・施設建築物の設計会社等

・ランドスケープ、造園設計会社等

・エリマネコンサル

・歴史の専門家

・周辺町内会 等

意見・アドバイス

適宜、検討状況の報告
形態意匠の認定に向け計画の深度化

調整

Ｃ地区の開発事業者
※日本貨物鉄道
三井不動産レジデンシャル

東高島駅北地区土地区画整理組合

計画検討・設計

発注・依頼

将来のエリマネ活動内容や歴史等の地域資源の状況を踏まえ、
専門家等の意見を参考にし、建物計画及びランドスケープを検討

Ｃ地区形態意匠の認定に向けた今後の検討体制

【報告事項②】

11



12

プレイヤーの育成（企画運営講座の開催、サークル立上支援）コミュニティマネジメント

エリアマネジメントの理念 「東高島というエリアの魅力発信及び価値の向上、横浜の新たな都心拠点形成を目指す」
「広場等のオープンスペースや地域資源がまちのシンボルとなり、働く人、住まう人、訪れる人が持続的な交流や愛着を醸成する」

医療、健康
オープンスペース、

地域内外交流

健康的なライフスタイルの実現

１．本地区のエリアマネジメントの理念、目標（案）

緑の感じられるオープンスペースを
活用した持続的・日常的なにぎわい創出

地域環境、地域防災力の向上

防災・環境

地域資源の活用

歴史・水辺
多様な働き方、
ライフスタイル

新たな暮らしの価値の発信

フェーズ1:計画検討期 フェーズ２:プレ活動期 フェーズ３:活動初期 フェーズ４:安定活動期

部会内でのエリアマネジメントの骨格作成、周辺の町会等のヒアリングを経て、
将来の拠点のあり方や活動内容を検討

プレ拠点を活用してプレ活動を開催し、将来の広場等活用プレイ
ヤーとのネットワーク構築を実施。

活動をコーディネートすることで、賑わい・交流を創出する等、
プレイヤー・参加者の交流のきっかけを作る。

公園やその他整備された広場も活用し、プレイヤーの活動、
自主活動を拡げる。

フェーズ0:開発準備期

プレ活動における情報発信

ネットワーク開拓・構築

街びらき→本格活動開始（まち全体での活動開始）プレ活動イベント活動拠点の整理

２．エリアマネジメント活動の検討ロードマップ（案）

事務局
(エリマネ専門家)

プレイヤーが自立した活動

エリマネ法人プレイヤーの
運営側への参画

エリマネ法人

ネットワーク開拓、構築

周辺町会、地元企業
近隣住民、将来住民

エリマネ法人

プレイヤーによる
活動を後方支援

事務局
(エリマネ専門家)

情報発信

エリマネ専門家

区画整理組合
(地権者、開発事業者)

近隣住民、将来住民

エリマネ専門家

エリマネ部会
(地権者、開発事業者)

地区内、周辺町会

検討

意見
交換

人
材
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

・
関
係
構
築

東高島駅北地区土地区画整理組合 エリアマネジメント部会（将来的には法人化を予定）

地権者

エリマネ組織（法人）
※移行時期は検討中

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
目
標

事務局
(エリマネ専門家)

体
制

活
動
内
容

フ
ェ
ー
ズ

横浜市（神奈川区含む） 開発事業者
（JR貨物、三井不動産グループ）

エリアマネジメント専門家

・エリマネ部会内でのエリマネの骨格づくり
・地区内・周辺町会内での意見交換・ヒアリング

2021～2025年度 2026年度以降（予定）

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度～2025年度（予定）

●都市美審

本地区のエリマネの理念、目標等の検討

●都市計画審議会→都市計画決定

・他事例の事例視察、資金計画・スキーム検討

（広場利用方法、持続可能な組織等の検討）

・エリマネの骨格検討、意義の整理

・組織事例調査

●都市美審

●エリマネ協議申出書提出
●エリマネ計画概ね固める→横浜市とエリマネ協定締結

本地区の

主な事項

主な
検討内容

検討状況 定期的なエリアマネジメント部会開催（座学や視察等を実施）※複数個所視察

C地区設計方針検討（イメージ）●●保全団体等ヒアリング 

区画整理工事完了●●C地区設計開始

エリアマネジメント組織(法
人)の理事会等で定期的な議論

法人
設立

エリマネの概略の検討 エリマネの具体策の検討

・他事例の視察、資金計画・スキーム検討（広場や施設の要件整理）

・横浜市とエリマネ協定の締結

・持続可能な組織設計を検討 ・歴史、水辺空間の検討

３．前回の都市美(2020年2月)以降のエリアマネジメントの検討状況および今後の検討内容について

エリアマネジメントについての検討状況

【報告事項③】

●適宜都市美付議（C地区・ランドスケープ等）




